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１．農業用水路工事の基本

（１）目地処理

コンクリート水路が土中水による浮上を防ぐために、水路壁面に
「ウィープホール※」等を設置することで、背面水や地下水を水路内
に逃がしてやる。

※逆流防止弁の付いた水抜管。水路を流下する水が出ていくこと
はない。水路内の用水は漏水しない。

【参考】
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【良い事例の断面図・写真】

排水フリュームのサイドドレーンとして３層のうち２層目を砕石で埋戻しウィープホールを設置した事例

砕石で埋戻し砕石で埋戻し

山土で埋戻し山土で埋戻し

山土で埋戻し 山土で埋戻し

ウィープホール

砕石転圧状況
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排水路は、目地詰めを
行わないため
吸い出し防止対策が必要
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【排水されやすい仕組み（排水路）】

ウィープホール

砕石で埋戻し

山土で埋戻し

吸い出し防止マット

※図の緑色の砕石部分が水の通り道になって、ウィープホールと目地から水路内に排水されやすくなる
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（２） 施工の順序

・用水路は上流から ・排水路は下流から



（３）コンクリート水路への更新作業手順

①既設水路

素堀水路。 フリューム等設置に必要となる
基礎砕石の施工。

②基礎砕石の設置

③フリュームの設置

基礎砕石の上にフリュームを設置。 法面を整形して完成。

④完成

【留意点】 施工に当たり、施設管理者や関係機関等の確認が必要となる
場合があるので、留意が必要。 7



【参考資料】ベンチフリュームの流量、勾配毎の必要断面

（例）「土水路をコンクリート水路に更新したいが、ベンチフリュームの大きさはどれにしたらいい？」という場合

①流量は0.1m3／s、勾配は1.0％と確認

②勾配1.0％の行で流量を見ていくと0.1m3／sを
超えるのはBF400

※土水路の断面と同じ断面のベンチフリューム
を設置すると過大となる可能性あり（粗度係
数の改善により）

③BF400を設置すればよいことが確認できる

5m

水の入ったホース

55cm
50cm

水路勾配の簡易的な測定

（55cm－50cm）÷500cm×100＝1.0％ 8



（４）流末処理

水路工事の場合は、流末処理をしっかりしないと、浸食され、施設
に悪影響を与えますので、適切な対応をすることが必要です。

下流

上流

※「小口止め」に土嚢など
を設置し、コンクリート二
次製品水路の端部が侵
食され破壊されるのを防
護すること。

土嚢
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２．点検及び機能診断
・協定に位置付けた農用地及び施設について、点検・機能診断を行い、現状を把握する。
多面的機能支払交付金に係る活動要件 【抜粋】（農地維持支払・資源向上支払）
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（１）コンクリート水路の劣化要因
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目地損傷
６４．４％
目地損傷
６４．４％

すり減り（骨材露出）



①目地の損傷

・漏水
・目地の劣化、剥離
・目地及び周辺のひび割れ

（２）コンクリート水路の目視点検

機能診断の着目点

②部分的な破損

・漏水
・ひび割れ
・部分的な欠損
・側壁の倒壊
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目地の損傷・ひび割れ等はないか 部分的な破損・漏水等はないか



④水路のズレ

・漏水
・溢水
・泥や土砂の堆積

など生じて、必要な水量が流れなく
なっていないかを確認

③側壁からの溢水（水路の沈下）

・溢水している箇所の前後に水糸
を張る等して、必要な水量を確保
するための嵩上げ高さを調べます。
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側壁からの溢水等はないか 水路のズレ、泥や土砂の堆積等はないか



【参考】
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点検・診断記録
（参考様式）



３．計画策定

点検・機能診断結果に基づき、補修又は一
部改修をする施設の管理者を確認します。

多面的機能支払で対応
①補修の優先度
②施工方式の検討
③補修方法・費用の検討

施設管理者が対応

対象施設、活動項目、実施時期、実施範囲、
実施内容、役割分担等を検討します。

小さい 補修費用 大きい
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長寿命化工事の実施フロー

①施設の機能診断
②長寿命化の実施について活動組織内の合意形成
③施設所有者・施設管理者との協議（竣工図書の確認）
④見積徴収（竣工図書作成を含む見積仕様）
⑤活動計画の作成
⑥活動計画認定申請（活動組織→市町村）
⑦活動計画の認定（市町村→活動組織）
⑧交付申請
⑨交付決定
⑩工事の実施
⑪完成検査
⑫財産管理・財産の譲渡等
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（１）目地補修工法の概要

工法 材料 経済性
（概算材料費）

水中
施工

概要図

充填 普通モルタル 50円/ｍ ×

繊維モルタル 70円/ｍ ×

シーリング
変成シリコーン

200円/ｍ ×

水中ボンド 900円/ｍ ○

表面被覆 ＨＢシート 1000円/ｍ × 水路目地

充填材
（1cm×1cm）→

←ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材

↓フィルム

水路目地

４. 実践活動（目地補修）
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充填工法 表面被覆工法

シール材
繊維モルタル 変成シリコーン

水中ボンド
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【参考】目地補修に用いる主な材料・道具類
（充填工法）



【参考】目地補修に用いる主な材料・道具類

高圧洗浄機
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高圧洗浄機



（２）目地補修の作業手順

①準備作業（草刈等）

②目地カッター切り

③水路目地部の清掃

④水路乾燥

⑤ﾏｽｷﾝｸﾞﾃｰﾌﾟ貼り

⑥プライマー塗布

⑦目地材充填

⑧ﾏｽｷﾝｸﾞﾃｰﾌﾟを剝す

⑨目地材乾燥
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②目地カッター切り

使用するもの：デスクグラインダー（刃はコンクリート
用）、タガネ、ハンマー、発電機、コードリール、防護用
ゴーグル、マスク

注意事項
・粉塵が飛びますので、目や顔を保護する。

・その日の作業開始前には１分以上、研削といしを取
り替え時は３分以上の試験運転を行い安全確認をす
る。

目地材を充填する隙間を開け、接着できるように悪く
なった目地を除去する。

①準備作業

使用するもの
：草刈り機、たわし、ワイヤーブラシ、高圧洗浄機、鎌

注意事項

・水路周辺の草を刈り、目地の状態がわかるように泥
やコケなどを取り除いてください。
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④水路乾燥

水路を乾燥（自然、トーチ）させる。

注意事項

・プライマーが塗布出来る状態（マスキングテープが
貼れる状態）にまで乾燥させる。

・水路に水が流れている場合は、土のうを積んでポン
プで排水する。

③水路清掃

使用するもの： 高圧洗浄機

目地材の付着を阻害する目地部分の泥等をきれい
に除去する。

注意事項
・特に底の部分には泥がたまりやすいので注意する。
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⑥プライマー塗布

使用するもの
プライマー、はけ、プライマーを入れる容器

注意事項

・プライマーはコンクリートと目地材をよく接着させる糊の
ような役目を果たします。

・新しく目地材を塗る部分には切り込みの内側も含めて
すべて塗ってください。

・使ったはけ等は長時間放置すると固まるので、固まる
前に布等で拭き取り洗ってください。

⑤マスキングテープ貼り

使用するもの
マスキングテープ、バックアップ材

注意事項
・目地部の両脇にマスキングテープを貼ります。
・マスキングテープを貼ることで、目地材を充填する
時の目印となり、資材の無駄をはぶきます。

・目地の開きが大きいところや、切り込みが深い場合
は目地の深さが１ｃｍ程度になるようにバックアップ
材を入れてください。

バックアップ材

25



注意事項

・シーリング材の充填後、すぐにマスキングテープを剥
がします。剝さずに放置するとシーリング材が固まり、き
れいにマスキングテープが剝せなくなります。

・シーリング材が指で触って付着しないを確認後に通水
する。

⑧マスキングテープを剝す⑦目地材充填

使用するもの
：シーリング材、コーキングガン、金ベラ

注意事項
・シーリング材充填後、金ベラで均し仕上げる。
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（３）水路の目地補修の課題

悪い例
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ケース①

原因：重ね塗り団子状態で通水阻害に
なっている。

対応：古い目地材を撤去し、新たに目地
を充填する。

ケース②

原因：古い目地を撤去しないため、ひび割
れが連鎖している。

対応：古い目地を撤去し、新たに目地を充
填する。



ケース③

原因：既存の目地位置を無視して、嵩上
げコンクリートを打設したため、温度変
化により、ひび割れが生じている。

対応：嵩上げ部にも既設目地と同位置
に目地を設ける。

ケース④

原因：目地の伸縮に表面被覆材が追随で
きず、ひび割れが生じている。

対応：伸縮性のある被覆材の選定が必要
である。

水路のコンクリートは、目地間隔を１０ｍとした場合、気温１０℃の変化で１ｍｍ伸縮します。
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（４）留意事項

１．材料選定

シーリング材は「ウレタン系」、「シリコーン系」、「変成シリコーン」などあるが重
ね塗りが可能な「変成シリコーン」が使いやすい。

３．施工上

ティスクグラインダーの“といし”の交換、試験運転は、「自由研削といしの取替
え等の業務に係る特別教育」の講義を受講し、講義修了証を保有する者が行う
ことがのぞましい。
（事業者は労働安全衛生法の規定により義務付け）
【特別教育実施機関】
労働基準協会等で実施
講習期間は１～２日、費用は10,000円程度

２．材料の正しい取り扱い

簡易補修で取り扱う材料にはアレルギーなど健康を害する成分、水質などに悪
影響を及ぼす可能性のある成分が含まれるものがあります。正しく使用するこ
とが重要です。
簡易補修に用いる材料における主な化学製品

①セメント ②塗料 ③接着材 ④シーリング材等は吸引かぶれに注意してくだ
さい。
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５．まとめ

①点検及び機能診断
②計画策定
③実践活動

施
設
管
理
者
及
び
関
係
機
関

相談

記録管理が重要

活動組織
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